
 
雫石町地域防災計画修正案の概要 

 

１．修正の背景 

  災害対策基本法の改正及び、上位計画にあたる、国の防災基本計画岩手県地域防災計画が修正された

ことに伴い、その内容を反映し整合を図るために雫石町地域防災計画を修正するもの。 

  また、併せて町の防災施策を踏まえた見直し、その他所要の見直しを行うもの。 

 

２．修正案の概要 

（１）防災基本計画の修正に伴う見直し 

  ア 災害対策基本法の改正に伴う修正 

   (ア) 避難勧告、避難指示が一本化されたことに伴い、避難情報の標記について修正を行う。 

   (イ) 緊急安全確保の新設に伴い、標記について修正を行う。 

イ 新型コロナウイルス感染症を含む感染症対策に関する修正 

(ア) 「新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所運営ガイドライン」について追記。 

(イ) 避難所における過密抑制のため、「分散避難」について追記するとともに、避難場所につい

て、ホテルや旅館等の活用を検討することについて定める。 

ウ 災害時外国人支援情報コーディネーターの育成 

大規模災害時に外国人をサポートし、外国人被災者ニーズとのマッチングを行う災害時外国人

支援情報コーディネーターを育成していくことを定める。 

 

（２）県の防災施策を踏まえた見直し 

    多様なニーズに適切に対応していくための修正 

    物資の備蓄等の際には性別、性的マイノリティ（LGBT等）のニーズの違いや高齢者、障がい者、

難病患者、食物アレルギーを有する者、外国人、乳幼児及び妊産婦等の多様なニーズに配慮するこ

とを定める。 

   

（３）その他所要の見直し 

   上位計画の修正に伴う修正を行うとともに、字句の修正や等、所要の修正を行った。また、資料編

を最新データに更新する。 

 

  ア 町の施策を踏まえた修正 

    職員動員配備体制について、避難情報の発信及び職員の参集を円滑にするために、準警戒配備体

制を新設。災害時における調整・情報収集の一元化のため、災害対策本部の総合調整部を改組。 

  イ その他の修正 

   全般的に上位計画の修正に伴う修正を行うとともに、字句の修正等、所要の修正を行った。 

   


